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パワークエリの基本を
理解する

1第 章



パワークエリの概要と強みを知る

パワークエリを起動してデータ加工を体験する

完成した「クエリ」を確認してその仕組みを知る

Topics

パワークエリの概要と強みを知る

パワークエリは、Excelに標準搭載されているデータ読み込み・加工ツールです。
Excelの［データ］タブの［データの取得］→［Power Queryエディターの起動］を選択す
ると、専用の画面が表示されます。Excelさえあれば、ほかに何か用意する必要はあ
りません。

そしてパワークエリは、データの読み込み・加工・修正（クレンジング）に特化したツー
ルです。Excelも多彩なデータ分析機能を持っていますが、それとは異なる強みと仕組
みを備えています。まずはその概要と利用シーンのイメージをつかみましょう。

詳細はSec001

それでは、Power Query（以下「パワークエリ」）の学習を始めましょう。本章では次の3
つのトピックを通じて、パワークエリとは何か、そしてそれがどんな場面で役立ち、ど
んなメリットがあるのかを、実際の操作を体験しながら学んでいきます。

Intro. パワークエリの基本を
理解する

パワークエリの概要を知る

パワークエリを起動してデータ加工を体験する

概要を確認したところで、実際に手を動かしていきましょう。パワークエリを使って
2つのCSVファイルを加工し、その結果をExcelに配置します。パワークエリ利用時の
典型的な作業フローを体験して、その流れを大まかにとらえましょう。

詳細はSec00２〜00６

完成した「クエリ」を確認してその仕組みを知る

一通りの加工・読み込み作業が完了したら、作業後に残った「クエリ」の仕組みを確
認します。パワークエリ上で行った加工の操作は、1手順1手順が自動的に記録され、
ひとまとまりの「クエリ」として保存されます。

つまり、加工後のデータだけではなく、加工の手順も残せるということです。パワー
クエリは、データの加工ツールであると同時に、その加工手順であるクエリを作成する
ツールでもあるのです。

クエリを使えば、同じ処理を手動で繰り返す必要はありません。作成したクエリを再
実行するだけで、同じ処理を繰り返すことができます。この仕組みこそが、業務効率を
大きく高めるカギになるのです。

詳細はSec007

実際にCSVファイルを 
読み込んで加工する

完成した「クエリ」の 
概要と仕組みを知る
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パワークエリはExcelに標準搭載されているデータ変換・加工ツール

パワークエリにエディターという専用画面が用意されているのは、データの読み込み
と加工を集中的に行うためです。Excelには多彩なデータ分析機能がありますが、それ
らの機能を利用する前提として、データの読み込みや変換、さらに結合や統合、クレン
ジングといった「下処理」が必要になる場面があります。その際、手作業で下処理に時
間をかけたり、複数の関数を組み合わせて独自の処理を構築したりと、工夫しながら対
応している方も多いでしょう。

パワークエリは、こうした下処理の定番作業を直感的な操作で行えるように設計され
ています。Excelで「いつもの分析」を行うためのデータの下処理を手軽に行うことが
できる補助ツール、それがパワークエリなのです。

日頃からExcelで大量のデータの加工や修正を行っている方、特に下処理に多くの時
間をかけている方ほど、パワークエリによる作業の効率化や時短を実感できるはずです。
実際に使ってみると、「これまでの手間は何だったのか」と驚くはずです。

次ページからは、パワークエリの3つの強みについて、より具体的に見ていきましょう。

パワークエリは、Excelに標準搭載されているツールです。Excelのほかの機能とは少
し異なり、Power Queryエディター（以下「エディター」）という専用の画面でデータ
を扱います。ここでは、パワークエリの主な機能と強みについて見ていきましょう。

00 1 パワークエリの
概要と強みを知る

パワークエリのエディター画面

強み① 読み込みの間口が広い

1つ目の強みは、多彩なデータソースからデータを読み込める点です。2025年現在、
以下のデータソースからの読み込みに対応しています。

複数のアプリ間でデータをやり取りするときに使われるCSV形式のファイルを始め、
XML形式やJSON形式、PDF形式といったファイル形式、AccessやSQL Serverといっ
たデータベース、さらには特定のWebページ上のデータやPC上のフォルダーの情報ま
で、すべてパワークエリ1つで読み込めます。

さらに便利なのは、Excel自体のデータも扱える点です。外部のデータを読み込んで
Excelで利用できる形にするだけではなく、現在作業中のExcelデータをパワークエリ
に読み込み、多彩な機能で加工することができます。

強み② 表単位での加工機能がそろっている

2つ目の強みは、表単位での多彩な加工機能です。エディター画面上部の4つのタブ
にあるすべての機能が、データの読み込みと加工のための機能となっています。

例えば「行・列の入れ替えや削除」「並べ替え」「抽出」「値の置換」「区切り文字を指定
した分割」といった、個々の表の行・列を加工する基本的な機能から、共通する値を照
合して、2つの表を1つの表にまとめる「結合」機能、複数の表を1つにまとめる「追加（統
合）」機能など、表同士のデータをつきあわせ、そこから必要なデータをまとめるさま
ざまな機能が用意されています。

エディター上部のリボン。 
図は［ホーム］タブ
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�

パワークエリのこれらの機能は、「表単位でデータを扱う」ことを前提に設計されて
います。Excelでは「セル単位」でデータを扱うことを前提に各種機能が用意されていま
すが、パワークエリでは常に「表単位」で処理を行う点が特徴です。
「読み込んだ表の特定の行・列を加工したい」「別の表と組み合わせて1つの大きな表

を作成したい」といったように、パワークエリの作業は常に「表をどうするか」という視
点で行われます。そのため、Excelで関数式を組むときにありがちな「セル参照の調整
に時間を取られて、肝心の集計作業が進まない」といった問題が起きません。パワーク
エリであれば、「この表をどうしたいのか」に集中して作業が行えるのです。

さらにパワークエリでは、「『単価』列と『数量』列を乗算した結果を管理する『合計』
列を追加したい」「売上明細データから、商品別の販売数と売上額の集計表を作成したい」
といった簡単な集計も行うことができます。

高度な集計は「パワーピボット」にデータを引き継いで行える
パワークエリでは簡単な集計も可能ですが、より高度な集計や細かな分析は、Excelの機能やパワー
ピボット（P.40）といった専用ツールで行うのがよいでしょう。パワークエリで下準備し、Excelの
機能やパワーピボットで集計・分析するという流れで作業していきましょう。

COLUMN

2つの表の特定列の値を照 
合して1つの表にまとめる 

「結合」機能

強み③ 加工手順を「クエリ」として再利用できる

3つ目の強みは、加工手順を「クエリ」として残し、再利用できる点です。パワークエ
リ上で行った変換や加工の操作は、1手順1手順が自動的に記録され、ひとまとまりの「ク
エリ」として登録されます。つまり、加工後の表のみが残るのではなく、加工の手順も
残すことができるのです。

クエリは、例えるなら「料理のレシピ」のようなものです。料理では、レシピがあれ
ば食材が変わっても同じ料理を再現できます。それと同様にクエリを用いれば、加工対
象のデータが変わっても同じ加工を施した表を作成できるのです。

データセットAの加工結果データセットA

データセットB データセットBの加工結果

クエリ

さらにパワークエリが優れているのは、クエリによる一連の手順が登録した通りに正
確に実行され、大量のデータであっても一瞬で加工結果を得られる点にあります。

例えば「毎日CSV形式で送られてくる注文データをExcelに取り込み集計したい」「月
次の売上集計データを正確に比較できるように、すべて同じ加工手順で整えたい」といっ
た場面では、このクエリの仕組みが非常に役立ちます。

あらかじめ加工手順が決まっている作業であれば、その手順をパワークエリに登録す
ることで、処理の正確性が向上し、さらに作業時間の短縮にもつながります。

ここまでパワークエリの3つの強みを紹介しましたが、それらをすべて活用する必要
はありません。例えば、「外部データのExcelへの読み込みだけを行いたい」「作業中の
表の加工だけを行いたい」といった限定的な使い方でも、パワークエリは十分便利なツー
ルとなっています。
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パワークエリにCSV形式のファイルを読み込む

利用する3つのファイルの内容は、以下の通りです。新しいExcelブックを開いてパワー
クエリのエディターを表示し、そこにCSV形式のデータを読み込みましょう。

�

ファイル 内容

6 月明細 .csv 6 月度の販売情報をまとめた表。伝票 ID、商品 ID、数量の 3 つの列を持つ

7 月明細 .csv 7 月度の販売情報をまとめた表。列は「6 月明細 .csv」と同じ

商品データ .csv 商品の基本情報をまとめた表。商品 ID、商品、価格の 3 つの列を持つ

ここから、実際にパワークエリの操作を体験してみましょう。サンプルファイルの
「chap01」フォルダー内には、3つのCSV形式のファイルが用意されています。これら
をパワークエリに読み込み、加工し、結果をExcelのシート上に表示します。

002 一連の流れを体験する①
データの読み込み

読み込むCSV形式のファイル

Excelの［ デ ー タ ］タ ブ の
［データの取得］→［Power 
Queryエディターの起動］を
選択します。

1 

エディターが開きます。2 

エディターの［ホーム］タブ
の［新しいソース］→［ファ
イル］→［テキスト／CSV］
を選択します。

3 

［データの取り込み］ダイア
ログで、「6月明細.csv」を
選択します。

［インポート］をクリックし
ます。

4 

5 

プレビューダイアログに、
読み込み結果のプレビュー
が表示されます。

内容を確認して、［OK］をク
リックします。

6 

7 
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これで、「6月明細.csv」がエディターに読み込まれました。このように、ファイルの
読み込みは［ホーム］タブの［新しいソース］を起点に行っていきます。同様の方法で「7
月明細.csv」と「商品データ.csv」もエディターに読み込みましょう。

3つのCSV形式のファイルを読み込んだところで、エディター左端に表示されている
リストに注目してください。「6月明細」「7月明細」「商品データ」の3つが並んでいます。
これは、読み込んだファイル名を元に作成されたクエリの名称とそのリストです。

エディターにファイルを読み込むと、その都度1つのクエリが作成され、この場所に
リストアップされていきます。各クエリを選択すると、画面中央のメインビューにその
クエリの結果がプレビュー表示されます。

エディターに「6月明細.csv」
が読み込まれ、クエリが作
成されました。

8 

クエリ

3つのCSV形式のファイルを 
読み込んだ画面

エディターの各部名称と用途

ここで、エディターの各部名称と用途を確認しておきましょう。

場所と名称 用途

1 リボン 各種機能を実行するボタン。用途別にタブによって整理されている

2 ［クエリ］ペイン 作成したクエリのリスト。クエリの選択のほか、削除や名前の変更が行える

3 メインビュー 選択したクエリの内容などを確認／編集できるメインの画面

4 ［クエリの設定］ペイン 選択中のクエリの個々の操作（ステップ）がリスト表示される。非表示に
なっている場合は、［表示］タブの［クエリの設定］のクリックで表示できる

各部分の詳しい使い方は、以降のページで解説していきます。この段階では名称をざっ
と確認しておくだけでかまいません。次のSectionでは、読み込んだデータの加工を行っ
ていきます。

「メインビュー」の名称
エディターの 3 の箇所は、実は正式な名称は特に定められていません。公式のドキュメントでも「現
在のビュー」や「メインのウィンドウ」など、さまざまな呼ばれ方をされています。本書では、この部
分を「メインビュー」と呼ぶことにします。

COLUMN

1

3

4

2
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2つのクエリを「結合」する

ここから、Section002の操作に続けて、マージ操作を行います。

続いて、2つのクエリ「6月明細」と「商品データ」によって読み込んだ2つの表（テーブル）
を「結合（マージ）」し、1つの表を作成してみましょう。結合とは、「共通する値を元に、
2つの表を1つの表にまとめる操作」です。

003 一連の流れを体験する②
データの加工

［ホーム］タブの［クエリの
マージ］の▼→［新規として
クエリをマージ］をクリッ
クします。

1 

［マージ］ダイアログが表示
されます。

1つ目のテーブルに「6月明
細」を指定し、「商品ID」列
を選択します。

2つ目のテーブルに「商品
データ」を指定し、「商品
ID」列を選択します。

［結合の種類］から「左外部
（最初の行すべて～」を選択
して、［OK］をクリックしま
す。

2 

3 

4 

5 

「6月明細」と「商品データ」の2つのテーブルを、「商品ID」列の値を基準にして結合し、
1つの表にまとめることができました。作成された表の列名は、「伝票ID」「商品ID」「数
量」「商品」「価格」となっていて、2つのテーブルに分割して管理されていたデータがま
とめられていることを確認できます。

［クエリ］ペインに、クエリ
「マージ1」が追加されます。

クエリをマージすると、2
つ目のテーブルに指定し
た「商品データ」の内容が

「商品データ」列にまとめ
られます。このあと必要な
列のみ表示させましょう。

6 

メインビュー内の「商品デー
タ」列見出しの右端の［展開］
をクリックします。

7 

列のリストから「商品」「価
格」にチェックを入れ、

［元の列名をプレフィックス
として使用します］のチェッ
クを外します。

［OK］をクリックします。

8 

9 

10 

2つのクエリ（テーブル）を
結合できました。

11 
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列を並べ替えて「小計」列を追加する

作成したクエリ「マージ1」の結果をわかりやすく整え、さらに「価格」列と「数量」列
の乗算結果を表示する「小計」列を追加してみましょう。まずはクエリ名を「6月集計」
に変更し、列順と表全体の並び順を整理します。

クエリ名の変更と列の並べ替え

［クエリ］ペインの「マージ
1」をダブルクリックし、ク
エリ名を「6月集計」に変更
します。

1 

メインビューで「商品」列の
見出しを「商品ID」列の後ろ
へドラッグし、並び順を入
れ替えます。

2 

「伝票ID」列の見出しをク
リックして列全体を選択し、

［ホーム］タブの［昇順で並
べ替え］をクリックします。

3 

4 

列順が整理され、「伝票ID」
順にデータを表示するクエ
リ「6月集計」を作成できま
した。

5 

続いて「小計」列を追加します。元の表に新たな列を追加するには、「カスタム列」機
能を利用します。

カスタム列の追加

これで、「『6月明細』と『商品データ』の2つの表のデータをまとめて1つの表を作成し、
さらに表示を整えて『小計』列を付け加える」という手順の「6月集計」クエリが完成しま
した。

［列の追加］タブの［カスタ
ム列］をクリックします。

1 

［カスタム列］ダイアログが
表示されます。

［新しい列名］に「小計」と入
力し、

［カスタム列の式］に「=[価
格]*[数 量]」と 入 力 し て、

［OK］をクリックします。

2 

3 

4 

「小計」列が追加され、「価格」
列と「数量」列の乗算結果が
表示されます。

5 
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作成したクエリをコピーして一部を変更する

最初に、既存のクエリをコピーします。次に、複製したクエリの一部の手順を変更し
て、「7月集計」クエリとして整えていきます。

既存のクエリをコピーする

作成したクエリ「6月集計」は、「6月明細」と「商品データ」から表を作成するクエリです。
このクエリを流用し、今度は「7月明細」と「商品データ」から表を作成するクエリ「7月
集計」を作成してみましょう。

004 一連の流れを体験する③
クエリを再利用する

［クエリ］ペインから「6月集
計」を選択します。

［ホーム］タブの［管理］→［複
製］を選択します。

1 

2 

「6月集計」のコピーが作成
されるので、クエリ名を「7
月集計」に変更します。

3 

「6月集計」と同じ加工手順
を持つクエリ「7月集計」が
作成されます。

4 

続いて、複製したクエリ「7月集計」の一部の手順を変更します。

対象テーブルを変更する

パワークエリでは、このようにして既存のクエリの内容を流用して新しいクエリを作
成することができます。流用したいクエリをコピーし、加工手順のうちの特定手順の設
定を変更するだけのシンプルな操作で完了します。

［クエリ］ペインから「7月集
計」を選択します。

1 

［クエリの設定］ペイン内の
「ソース」ステップ右端にあ
る歯車アイコンをクリック
します。

2 

［マージ］ダイアログが表示
されます。

1つ目のテーブルを「7月明
細」に変更して、

「商品ID」列をクリックし、
［OK］をクリックします。

3 

4 

5 

「7月明細」と「商品データ」
から表を作成するクエリが
完成しました。

6 
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作成したクエリの結果をシート上に読み込む

エディター上で作成したクエリの結果を、Excelブックのシート上に読み込みましょう。

最後に、エディターに読み込んで加工したCSVデータを、Excelシートに反映させて
みましょう。ここでは、クエリをブックに保存し、対象のクエリをシート上に配置する
流れを体験します。

005 一連の流れを体験する④
結果をシート上に読み込む

［ホーム］タブの［閉じて読
み込む］→［閉じて次に読み
込む］を選択します。

1 

エディターが閉じてExcel
の画面に戻り、［データのイ
ンポート］ダイアログが表
示されます。

［接続の作成のみ］を選択し、
［OK］をクリックします。

2 

3 

Excelのブックに、作成し
たクエリが保存されました。

4 

ここで1つ注意点があります。クエリをブックに保存する操作は、［閉じて読み込む］
のアイコン部分をクリックするのではなく、［閉じて読み込む］アイコン下側の▼部分
をクリックするようにしてください。

こちらをクリックしない

こちらをクリックしてオプションメニューを表示し、 
［閉じて次に読み込む］をクリックする

［閉じて読み込む］のアイコン部分をクリックすると、作成したクエリの結果がすべ
て新規シートに配置されてしまいます。今回のように5つのクエリがある場合、5枚の
新規シートが一度に作成されてしまうので気を付けましょう。

作成したクエリは［クエリと接続］ペインに保存される

それでは、クエリを保存したブックの画面に注目してみましょう。パワークエリで作
成したクエリは、画面右端に表示される［クエリと接続］ペインに一覧表示されます。

［クエリと接続］ペインは、右上の［×］をクリックすると非表示にできます。再表示
したい場合は、［データ］タブの［クエリと接続］をクリックします。

画面右端に表示される 
［クエリと接続］ペイン

［データ］タブの［クエリと 
接続］で表示／非表示を 
切り替える
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任意のクエリの結果をシート上に読み込む

［クエリと接続］ペインに保存されたクエリのうち、「6月集計」の結果をシート上に読
み込んでみましょう。

これで、クエリ「6月集計」の結果がExcelのシート上に読み込まれました。「7月集計」
の結果も読み込みたい場合は、同様の手順で読み込みましょう。

ク エ リ「6月 集 計 」を 右 ク
リックし、

［読み込み先…］を選択しま
す。

1 

2 

［データのインポート］ダイ
アログが表示されます。

［テーブル］を選択して、

データを返す先に［既存の
ワークシート］を選択し、

配置の起点となるセルを選
択して、［OK］をクリックし
ます。

3 

4 

5 

6 

Excelシート上に、クエリの
結果が読み込まれます。

7 

以上が、パワークエリを利用した「外部データの読み込み→加工→シートへの反映」
までの一連の流れです。実際に操作を追ってみると、意外と簡単にデータの読み込みか
ら加工結果の反映までの操作を行えることを実感できたのではないでしょうか。

そして、特筆すべき特徴は、手作業だけですべての手順を実行・記録できる点です。
Excelには、同じように一連の手順を記録できる［マクロ］機能が用意されていますが、
マクロの場合は、ある程度自分でプログラムの命令文（コード）を書かないと、ここま
での作業は行えません。

それに対してパワークエリでは、ノーコードで加工手順を記録し、再実行することが
できます。プログラミングの知識がなくても、同じ処理を簡単に再現できる上、一度作
成した手順は繰り返し利用することも可能です。つまり、パワークエリは学習コストを
かけることなく、Excelの一般機能や関数では手間のかかるデータの下処理を一括で行
う仕組みを提供しているツールであるといえるのです。

各種［データの取得］機能もパワークエリの仕組みを利用している
Excelの［データ］タブに用意されている外部データの読み込み機能の多くは、パワークエリの仕組み
を利用しています。

特に加工する必要のない外部データを読み込みたい場合は、こちらの機能から読み込むこともでき
ます。その場合はパワークエリのエディター画面を表示することなく、クエリを作成したり、クエ
リの結果をシート上に読み込みこんだりできます。
1つ注意したい点は、エディター画面は表示されないもののクエリの作成は行われるという点です。
読み込んだデータのみが必要でクエリは不要だという場合は、34ページの手順でクエリを削除しま
しょう。

［データ］タブの左端に 
まとめられている各種の 
外部データ読み込み機能
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クエリの結果は「外部データ範囲」として扱われる

Excelシートで外部データ範囲内のセルを選択すると、リボンに［テーブルデザイン］
タブと［クエリ］タブが表示されます。
［テーブルデザイン］タブでは、テーブル名の確認・編集など、テーブル範囲として

の操作が行えます。［クエリ］タブでは、関連付けられているクエリの更新や各種の編
集が行えます。

テーブルとしての書式（スタイル）の設定やフィルターボタンの操作、テーブル名の
確認や編集は［テーブルデザイン］タブから、クエリの更新や設定の確認・編集は［クエ
リ］タブから行えるように整理されています。

Excelシートのクエリの結果を読み込んだ箇所を、「外部データ範囲」といいます。外部
データ範囲とは「クエリが関連付けられたテーブル範囲」のことを指します。ここでは、
クエリと外部データ範囲の関係や、最新データへの更新方法などについて解説していき
ます。

006 クエリの結果は「外部デー
タ範囲」として読み込める

［テーブルデザイン］タブでは、 
テーブル範囲と同じくテーブル 
名の確認や各種編集が行える

［クエリ］タブでは、関連付け 
られたクエリの更新や操作が 
行える

クエリと外部データ範囲の関係を整理する

外部データ範囲は少し特殊な仕組みです。その仕組みを理解しやすくするために、シェ
フと助手の関係に例えて考えてみましょう。

シェフは、料理を作るために「この料理の材料は、この仕入れ先で、この食材を買う」
ことを明確にした仕入れメモを作成し、助手へ渡します。

❶料理ごとに仕入れメモ
を作成し、助手に渡して
おきます。

❷仕入れメモを元に
食材を買ってきて、
テーブルに並べます。

そのあと、助手がそのメモに従って実際に材料を仕入れにいきます。助手はメモを元
に仕入れ先へ向かい、数多く並んでいる食材の中から必要なものをピックアップし、調
理テーブルに下ごしらえをして並べます。これで、あとは調理をするだけです。

❶料理ごとに仕入れメモ
を作成し、助手に渡して
おきます。

❷仕入れメモを元に
食材を買ってきて、
テーブルに並べます。

クエリと外部データ範囲の関係は、このシェフと助手の関係に似ています。エディター
でクエリを作成し［クエリと接続］ペインに保存する作業は、「シェフが料理ごとのメモ
を作成する」作業に当たります。クエリの結果をシート上に読み込む作業は、「助手がピッ
クアップしてきた食材をテーブルに並べる」作業に当たります。エディターは「クエリ
を作成して保存する」ところまでを担当し、その先の「クエリの結果を読み込む」ところ
からは外部データ範囲が担うのです。

外部データを読み込む処理は、シート上に入力したデータを扱う処理と比べると、非
常に重い（作業時間やPCの処理能力を使う）処理です。そのため、随時読み込みを行う
仕組みになっていると、Excelの動作全体が重くなってしまいます。

そこで、クエリの作成とクエリに従った読み込み処理を分割して管理し、最新のデー
タが欲しいタイミングでクエリに従って外部データをシート上に読み込む仕組みとなっ
ています。一度読み込んだ後は、手元のシート上のデータを元に計算が行われます。
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外部データ範囲には［更新］した時点での内容が表示されている

外部データ範囲に表示されているデータは、最後に［更新］した時点で読み込まれた
データです。見方を変えると、このデータは、「最新のデータとは限らない、前回更新
時の古いデータ」ということになります。データの［更新］タイミングと操作方法には、
次のようなものがあります。

更新タイミング 操作や設定

初回作成時 ［クエリと接続］ペインから外部データ範囲を作成したとき

手動 ［クエリ］タブの［更新］などをクリックしたとき

ブックを開いたとき クエリプロパティの［ファイルを開くときにデータを更新する］にチェック

一定間隔 クエリプロパティの［定期的に更新する］欄にチェックを入れ間隔を設定

まずは最初の読み込み時に、その時点での最新の内容が外部データとして読み込まれ
ます。以降は、［クエリ］タブの［更新］や、［データ］タブの［すべて更新］をクリックし
たタイミングで手動更新できます。

また、外部データ範囲内の任意のセルを選択した上で、［クエリ］タブの［プロパティ］
をクリックして表示される［クエリプロパティ］ダイアログ内の設定を変更すると、ブッ
クを開いた時点や、一定間隔（分単位）で自動更新することができます。

［クエリ］タブの［更新］や 
［データ］タブの［すべて 
更新］から手動更新

［クエリ］タブの［プロパティ］ 
から更新タイミングの設定が可能

クエリを含むブックを開くときには警告メッセージが表示される

クエリは、外部のデータを読み込み、［更新］できる仕組みとなっているため、クエ
リが保存されたブックを開く際には、下図のような警告メッセージが表示されます。

これは、不必要な外部データへのアクセスや、意図していないタイミングで全体のデー
タを更新してしまうことを防ぐための仕組みです。
［コンテンツの有効化］をクリックすると、クエリの更新などの外部データの読み込

み操作が行えるようになります。有効化を行わないまま［更新］などの操作を行おうと
すると、下図の警告ダイアログが表示されます。

このダイアログで［OK］をクリックすると外部データの読み込み設定が有効化され、
［キャンセル］をクリックすると外部データへはアクセスしません。

「セキュリティの警告」という表示を見ると、誤った操作をしてしまったのではない
かと不安に感じるかもしれません。しかし、あらかじめ仕組みを知っておけば、自分の
意図したようにExcelの動作をコントロールできるようになります。

マクロから更新するには
マクロから外部データ範囲を更新するには、「ActiveWorkbook.RefreshAll」メソッドを利用します。［す
べて更新］をクリックしたときと同様に、アクティブなブックのクエリをまとめて更新することがで
きます。

COLUMN

ブックを開いたときに表示 
される警告メッセージ

意図しないクエリは実行されない 
仕組みとなっている
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データだけを残したい場合はクエリを削除する

一方、実務の場面では「データを読み込んだ結果だけ欲しい」ことも多くあります。
しかし、パワークエリでは仕組み上、外部データ範囲は必ずクエリの情報を持っていま
す。クエリが不要で読み込み結果だけが必要な場合は、28ページの手順で外部データ
範囲としてデータを読み込んだあと、以下の方法でクエリを削除します。

これで、外部データ範囲とクエリの関連付けが解除され、クエリ自体も削除されます。
外部データ範囲は、単なるテーブル範囲になります。

このとき、読み込んでいたデータはそのまま残ります。［更新］はできなくなりますが、
読み込み済みの値はそのまま利用できます。

テーブル範囲も不要な場合は［範囲に変換］
読み込んだデータをテーブル範囲としても残す必要がない場合は、［テーブルデザイン］タブの［範囲
に変換］をクリックすると、データのみが残ります。

テーブル範囲を［範囲に 
変換］する

COLUMN

［クエリ］タブの［削除］をク
リックします。

1 

［クエリの削除］ダイアログ
で［削除］をクリックすると、
クエリが削除されます。

2 

［クエリと接続］ペインからクエリを一括削除する

ブックに保存されたクエリは、［クエリと接続］ペインから削除することもできます。

複数のクエリを一括選択したい場合は、Ctrlキーを押しながら対象のクエリをクリッ
クしていきます。また、すべてのクエリをまとめて選択・削除するには、先頭のクエリ
を選択後、末尾のクエリをShiftキーを押しながらクリックします。先頭から末尾ま
でが範囲選択されるので、Deleteキーを押して削除しましょう。

警告メッセージを表示させたくない場合もクエリを削除しておこう
クエリを含むブックを開く際には、33ページのように警告メッセージが表示されます。「警告メッセ
ージが表示されると怖くて使えない」という場合には、クエリを削除し、データのみを残す形でブッ
クを活用していきましょう。

COLUMN

［クエリと接続］ペインから
クエリを選択し、

Deleteキーを押します。

1 

2 

［クエリの削除］ダイアログ
が表示されます。

［削除］をクリックします。

3 

4 

クエリが削除されます。5 
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クエリは複数の「ステップ」から構成されている

エディター画面左端の［クエリ］ペインからクエリを選択すると、右端の［クエリの設
定］ペイン内に個々のステップが表示されます。

このクエリとステップの関係は、料理のレシピと個々の手順の関係に似ています。個々
のクエリは個々のレシピのように「最終的な成果物」の名前を示し、ステップはその成
果物を作成するためにどんな操作を行ったかを1手順ごとに列記したものとなります。

6月集計 チャーハン

適用したステップ

ソース
展開された商品データ
並べ替えられた列
並べ替えられた行
追加されたカスタム

適用したステップ

材料を準備
鍋を温めて油を入れる
溶き卵を混ぜながら炒める
ご飯を入れほぐしながら全体を混ぜる
長ねぎ、塩こしょうを入れる

パワークエリを使った一連の流れを体験したところで、核心部分となる「個別クエリの
基本の仕組み」に注目してみましょう。パワークエリで作成するクエリは、1手順1手
順の操作の記録を、一連の操作としてまとめる仕組みになっています。この「1手順1
手順の操作の記録」を「ステップ」といいます。

007 クエリとステップの関係を
理解する

1つのクエリが5つのステップから 
構成されている例

クエリとステップは料理の 
レシピのような関係

個々のステップは操作を行うだけで自動記録される

個々のステップは、エディターでデータに対して操作を行うことで自動的に作成され
ます。ステップ名は、行った操作に応じて自動的に付けられます。

例えば、21ページの手順 7 で「商品データ」列を展開する操作を行う際、展開が実行
されると同時に、「展開された商品データ」という名前のステップが自動作成・記録さ
れます。

ここでは、「クエリは複数のステップから構成されている」「個々のステップは自動記
録される」の2点を押さえておきましょう。エディター上でデータを加工すると、その
手順の1つ1つが自動記録され、それが積みあがって1つのクエリが完成します。

ステップ名はあとから変更可能
自動作成されたステップ名は、ステップを選択してF2キーを押すと自由に編集できます。自分な
りのわかりやすい名前に変更して整理しておきましょう（詳細はSection060を参照）。

F2キーを押してステップ名を 
編集できる

COLUMN

「商品データ」列に対して［展
開］操作を行うと、

1 

ステップ「展開された商品
データ」が自動作成されま
す。

2 
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個々のステップは個別に選択して確認／再設定できる

自動記録されたステップは、ステップごとの操作内容をあとから確認／再設定するこ
とができます。［適用したステップ］リスト内の任意のステップを選択すると、メイン
ビューにそのステップを適用した時点のデータの状態がプレビューされます。

また、ステップを選択すると、左端に［×］アイコンが表示されます。このアイコン
をクリックすると、そのステップを削除できます。

さらに、選択中のステップの作成時に「どの列を操作するか」「どのファイルから読み
込むか」といった設定値（パラメーター）を設定している場合は、右端に［歯車］アイコ
ンが表示されます。このアイコンをクリックすると、パラメーター設定時と同じダイア
ログが表示され、パラメーターを確認／再設定できます。以下の図は、［展開］操作を行っ
たステップの［歯車］アイコンをクリックして表示される画面です。

このようにステップは、そのクエリの結果が出るまでに行った操作を、順を追って記
録・確認・再設定できる仕組みになっています。

ステップを選択すると、 
メインビューにその時点 
でのデータの状態がプレ 
ビューされる

操作時にパラメーターを設定したステップは、 
パラメーターの確認や再設定が可能

パワークエリのメリットを整理する

一連の操作の流れと仕組みを確認できたところで、あらためてパワークエリのメリッ
トを整理してみましょう。特に、Excelのシート上の機能や関数によって同じ作業を実
現する場合と比較すると、次の3つのメリットがあります。

1. 加工の操作履歴が残る

エディターで行った操作が自動記録されるため、あとから「どんな加工をどんな順番
で行ったのか」を確認・検証しやすくなります。例えば、シート上で［置換］機能などを
利用して修正した場合、あとから「あの修正を行ったかどうか」を確認するのはひと手
間かかりますが、パワークエリならステップを見れば一目瞭然です。

2. 小さな手順単位で整理しながら加工できる

1つのステップは1操作単位で自動記録されます。小さな操作を1つずつ記録するため、
加工手順を考えるときや確認する際にも、小さな操作や確認を順を追って行えばよいこ
とになります。シート上の関数式は複雑な入れ子状になることも多く、あとから読み解
くのに苦戦することもありますが、パワークエリであれば、1ステップずつ整理しなが
ら作業できます。シンプルな仕組みを積み上げていく形で、一連の手順を作成・確認で
きます。

3. 同じ加工作業をほかの対象にも適用できる

Section004でクエリ「6月明細」をコピーして「7月明細」として流用したように、クエ
リの一部のパラメーターは変更して使いまわすことができます。パラメーターを再設定
する場合も、個々の操作がステップごとに整理されているため「この操作を行ったステッ
プのパラメーターを変更すればいい」と判断しやすくなります。シート上で複雑な関数
式を作成した場合は「どこを変更すればいいのかわからない状態」になりがちですが、
パワークエリでは変更箇所以外はそのまま保たれるため、ほかの箇所は前回と同じ手順
で加工できます。

これらのメリットが、パワークエリを使うだけで実現できます。関数式のように「作
る側が気を使って整理しながら作業する」必要はありません。仕組みとして、上記のメ
リットが保証されるようになっています。

パワークエリは「外部データの読み込み用ツール」として認識されることが多いです
が、それと同時に「データ加工を効率よく作成・管理できるツール」としても優秀です。

「Excelのデータ処理が楽になるツール」と考えて活用していきましょう。
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パワークエリとパワーピボットの関係
パワークエリと一緒に紹介されることの多いExcelの拡張機能に、「パワーピボット（Power Pivot）」
があります。
パワーピボットは、特定の形式に整理済みのデータを元に、高速に、大量のデータからクロス集計
表を作成できるツールです。
パワーピボットは、既存のピボットテーブルの機能強化版といった位置づけで利用できる大変便利
なツールです。ただし、どんな形式のデータからでも集計できるというわけではなく、「パワーピボ
ットが得意な形式に整理済みであることを前提として、多彩な集計を高速に実行できる」機能となっ
ています。この「パワーピボットが得意な形式」に既存のデータを修正・変形するのに便利なツールが、
パワークエリです。
2つのツールの関係と役割分担を整理すると、目的の集計方法に合わせてデータの形式を変形したい
のであればパワークエリを利用し、そこから先の集計をしたいのであればパワーピボットを利用す
る、という役割分担になります。
なお、本書ではパワーピボットを利用した集計方法は扱いません。とても便利な機能ですので、興
味のある方はパワーピボット関連の学習も進めてみてください。コツは「最初に得意な形式にパワー
クエリで変形し、そこからパワーピボットで集計」と、2段階の作業を意識することです。

パワーピボットの画面
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